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国
道
一
七
九
号
を
北
上
し
、
奥
津
地
域

の
西
屋
橋
を
渡
る
時
、
眼
前
に
富
士
山
の

よ
う
な
形
に
見
え
る
山
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
中
世
の
山
城
「
西
屋
城
」
の

跡
で
、
山
頂
付
近
に
は
南
北
約
三
〇
ｍ
、

東
西
約
一
五
ｍ
の
主
郭
を
中
心
に
南
北
に

の
び
る
尾
根
と
、
東
側
に
隣
接
す
る
尾
根

上
に
、
曲
輪
や
堀
切
、
竪
堀
な
ど
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
築
城
の
時
期
は
不
明
で
す
が
、
苫
田
ダ

ム
周
辺
に
あ
る
山
城
跡
が
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
南
北
朝
～
室
町
時
代
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ

ら
よ
り
も
大
き
な
規
模
を
誇
る
西
屋
城
は
、

後
述
す
る
記
録
や
伝
承
等
も
ふ
ま
え
、
苫

田
ダ
ム
周
辺
の
諸
城
よ
り
も
少
し
時
代
が

下
る
戦
国
～
安
土
・
桃
山
時
代
頃
に
そ
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
城
主
は
、
江
戸
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た

書
物
の
中
で
は
、
津
山
森
藩
の
動
向
を
記

録
し
た
「
森
家
先
代
実
録
」（
一
八
〇
九
）

の
中
に
あ
る
「
美
作
国
古
城
并

な
ら
び
に

城
主
之

覚
」
に
は
川
端
丹
後
、『
作
陽
誌
』（
一
六

九
一
）
に
は
川
端
周す

お
う防
、
斎
藤
玄げ

ん
ば蕃
、
苔こ

け

口ぐ
ち

惣そ
う

（
宗
）
十

じ
ゅ
う

郎ろ
う

ら
が
代
々
居
城
と
し
て

い
た
と
あ
り
、「
美
作
鏡
」（
一
八
五
二
）

に
は
川
端
丹
後
、
の
ち
苔
口
宗
十
郎
・
斎

藤
玄
蕃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
端
丹
後
は
、
備
前
の
浦
上
家
に
仕
え
、

後
に
宇
喜
多
家
の
家
臣
と
な
り
、
佐
良

山
城
や
室
尾
城
（
い
ず
れ
も
津
山
市
）
の

城
主
な
ど
も
務
め
て
い
た
武
将
で
す
。
川

端
周
防
は
丹
後
と
同
一
人
物
か
一
族
の
者

と
思
わ
れ
ま
す
。
苔
口
宗
十
郎
も
、
宇
喜

多
家
の
重
臣
で
美
作
攻
略
を
担
当
し
た
花

房
助
兵
衛
の
下
に
属
し
、
院
庄
の
合
戦
や

神か
ぐ
ら
お

楽
尾
城
（
津
山
市
）
攻
略
等
で
数
々
の

武
功
を
上
げ
た
武
将
で
す
。
斎
藤
玄
蕃
は
、

小
田
草
城
（
馬
場
）
を
本
拠
地
と
し
、
初

め
は
安
芸
（
広
島
県
）
の
毛
利
家
に
属
し
、

後
に
宇
喜
多
家
の
家
臣
と
な
る
斎
藤
近ち

か

実ざ
ね

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
西

屋
城
は
特
定
の
国こ

く

人じ
ん

（
地
侍
）
の
本
拠
地

と
し
て
築
城
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
す
が
、
安
土
・
桃
山
時
代
頃
に
は
宇
喜

多
家
の
支
配
す
る
城
と
し
て
、
美
作
地
域

に
拠
点
を
置
く
武
将
が
次
々
と
城
主
を
務

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
の

津
山
市
及
び
鏡
野
町
域
は
、
宇
喜
多
と
毛

利
両
家
の
勢
力
が
混
在
し
、
攻
防
の
争
点

と
な
っ
て
お
り
、
津
山
盆
地
と
山
陰
の
伯

耆
国
を
結
ぶ
要
衝
に
あ
る
西
屋
城
は
、
戦

略
上
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
小
早
川
隆

景
（
毛
利
元
就
の
三
男
）
の
書
状
の
中

に
、
毛
利
方
の
武
田
高
信
が
佐
治
（
鳥
取

市
）
に
出
陣
し
た
際
、
作
州
西
屋
表
で
応

戦
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
、
こ
の
頃
西
屋
城
は
宇
喜
多
も
し
く
は

浦
上
方
の
城
と
し
て
、
毛
利
方
の
侵
攻
に

備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
宇
喜
多
と
毛
利
は
手

を
結
び
、
両
家
の
争
い
は
一
時
的
に
治
ま

る
も
の
の
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に

は
宇
喜
多
が
織
田
信
長
に
服
属
し
、
毛
利

と
手
を
切
る
と
鏡
野
町
域
で
の
争
乱
は
再

び
激
化
し
ま
す
。
こ
の
頃
、
苔
口
宗
十
郎

と
共
に
花
房
助
兵
衛
の
下
で
美
作
攻
略
に

従
事
し
て
い
た
小
嶋
次
郎
兵
衛
と
い
う
人

物
の
書
状
に
は

　
く（

久
田
）た
の
西（

西
屋
）や
と
申
す
山
城
手
前
ニ
、

敵
の
城
弐
ツ
三
ツ
御
座
候
を
御
ふ（

踏
み
越

ミ
こ

しし
て
）て
、
西
屋
を
御
と
り
て
加
番
入
れ
置

き
、
則
苔
口
宗
十
郎
を
大
将
分
に
て
罷

り
在
り
候
（
以
下
略
）

　
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
か
ら

わ
か
る
こ
と
は
、
宇
喜
多
方
が
毛
利
方
の

守
る
近
隣
の
諸
城
を
落
城
さ
せ
、
西
屋
城

を
奪
い
、
苔
口
宗
十
郎
を
大
将
に
し
て
城

の
守
備
に
当
た
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
、
つ

ま
り
こ
の
直
前
ま
で
西
屋
城
が
毛
利
方
の

城
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
記
録
の
残

ら
な
い
空
白
の
期
間
に
西
屋
城
は
毛
利
方

の
支
配
下
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
美
作
の
勢
力
図
の
複

雑
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
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